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Ⅰ．緒  嘗  

現在戯村で広く利用されている穀物循環式乾燥機を戯  

作米食兼用の太陽典熱ハウス内に没放し，太陽熱利用に  

よる穀物乾燥の可鰭性をみるための爽鹸を昭和57年に実  

施したところ，乾燥処理可能盈や乾燥速度の両からみて  

非常によい結果を得た。それで昭和58年皮には現在市兢  

されている循環式乾燥機の申から太陽熱利用のもとで，  

より遠い乾燥が期待できると思われるものを1横磯選定  

して追加等人し，実用規模のもみ乾燥爽鹸を繰返し実施  

した。そしてその終発巻いろいろな角度から検討するこ  

とによって，乾燥に関係する各種栗園の穀物乾燥速度や  

品質への影響皮や，1シーズン中に乾燥可鰭な穀物盈と  

れ 乾燥機1台当りの所安麹熟ハウス詞緻などを把握す  

ることにつとめた。その級乳 この乾燥方法はかなり乗  

用性が商いことが次第にはっ重りしてきたので，ここに  

その概要を報告しご批判を仰ぐ次第である。   

なお，本来鹸はビニールハウス利用平形静澄乾燥機の  

省力化のための爽験や，貯蔵乾燥機による太陽熱利用も  

み乾燥実験も同時に東経をした1）。   

本研究は文部省科学研究費（エネルギー特別研究（‡〉）  

の交付を受けて突放をした。当局に対し探く感謝します  

とともに，研究代表者川村蟄京大教授をはじめ，本学附  

属戯墟藤山宛然助教授，中野博，服部健爾技官，小林珠  
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攻盤平岡茂樹，中沢明，細井傑，横井正造，／j＼友佐，佐  
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の穀物層を過してハウス外へ排風する方法によって燃料  

油を使うことなく生もみの乾燥を行なった。集熟両横は  

乾燥ハウスと90m2のビニールハウス問の仕切り戸を  

開閉することによって25m2と115m2について爽鹸を  

した。  

B．実験結果   

循環式乾燥機によるもみ乾燥突放は，附属遵填でもみ  

がコンバイン収橙された昭和57年9月10日から15目まで  

と，10月1日から16E暮までの問に6回爽施し，生もみ約  

6，5tonの乾燥を行なった。蔑初の1，2回は貯蔵乾燥機  

と同時運魔で錐熱而硫もビニールハウスを食めた115  

n12であったが，3回目からは251112の乾燥ハウスだけ  

の炎熱面撥で，循環式乾燥機1台の単独遅配により乾燥  

作発を行なった。   

図3山Zは乾燥爽助期間中の目時，天候，ハウス内外温  

皮，概算日射盈，もみ合水準などの経略変化を示してい  

る。   

義3鵬1は実験l司教どとの爽級数件や測定機の安点をま  

とめたものである。   

これを見ると，晴天で初期含水率が低ければ1日間で  

（例えば10月5Eり，初期含水率が20％w．b．を超えてい  

ても晴天ならば冒叶12E＝雷電の通風で乾燥は終了し平均絶  

滅率も0．46％w．bノhと比瞭的商い檎を示している。し  

かも乾燥むらや胴測れも吸ぜず乾燥所要労力も非常に少  

ない。   

これは予憩を超える好成紙であると判断したので，爽  

験結果についていろいろな角度から放射をしてみた。そ  

して更に品質をおとさずに乾燥速度をはやめ，処讃廷盈を  

増加するためには乾燥機の構造や巡檻取扱法をいかよう  

にすればよいかについて考えてみた。   

その終発の1つとして乾燥機内乾燥嚢が薄い堆概瀾で  

通風面魂の広いものが太陽熱利用乾燥ほ適するのではな  

いかと予想されたので，58年皮には通風面積の広い循環  

式乾燥扱をあらたに追加軍人して実験してみることにし  

た。   

なおここでの爽敵組果の検討内容は58年皮のそれとあ  

わせて述べることにする。   

え，ここに厚く御礼を申し上げます。  

ⅠⅠ．57年度循環式乾燥機によるもみ乾燥実験l・2）  

A．実験設備と実験方法   

57年皮に写英3－1に示すような縦，横，高さがそれぞ  

れ5nlの大きさで，表面を強化ガラス繊維板（摘品名  

ファイロン板）で覆った戯作米食兼用の太陽集熱ハウス  

（以後「乾燥ハウス」と略称する）を，本学附属萬場の  

トラクタ給食銑駄嚢敷地内の従来からあるビニールハウ  

スに隣接して建てた。そしてこの申に循環式乾線繊（SÅ  

式，客数2．＝on入り）と貯蔵乾燥機各1台を設儲し，  

図3－1で示すようにハウス内温熱空気を吸引し乾燥機内  

寄食㌻1穀物乾燥装脛の外観  

Photo．3－1．Viewofa針aindryi喝SySぬnusl喝a  

lirolトCO＼′erCd housc asasoLar collcclor   

図3－1乾燥ハウス利用もみ乾燥方法の模式図  

Fig．3山1．Sch¢maticdrawing ofth¢grain drying  

tllethod using thcdr〉・ingllOuSCnSaSOlar  

COllector．  
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図3－2 乾燥ハウス内通風乾燥時の日射盛，ハウス内外温度，もみ合水準などの緩時変化（昭和57年タ～10月）  

Fig．3－2．HourlycllangeSOrSOlarradiatioll．insideandoutsideilirtcl11pCraturC，1110islurCCOntentOrPnddy  
rice，CtC．undcrthcrorccd－airdryir唱i11thedryinghousc．（Scp，andOct．1982）  

袈3岬1循環式乾燥機による賽験測定値（昭和57年秋）  

張込螢  初期含水率  終了時含水率  通風時瀾  乾減率  炎熱商務  

（kg）  （％w．b，）  （％w．b．）  （カ）  （％w．bノ射  （nlt）  l回‖ （9月9日～13日）  887．3  Z2．3  13．0  16．5  0．56  115   ヱ回‖ （9月1購巨Ⅷ用）  1S6ユ．4  21．6  14．0  18．0  0．38  1ユ5   3回目 ㈱雛鋸巨1棚胤】）  814．ヰ  19．3  13．3  16．3  0．37  25   
4区ほl ＝い＝1＝）  597．1  1（；．8   12．8   7．0  0．57   25  

5回目  929．7  20．7   
用明椚巨12H）  

12．1   15，0  0．57   25   

“回＝ ＝両汗川一川＝）  1387．0  1（；．9   13．1   12．0  0．32   25   

平 均  1079．5  19．6   13．1   14．1   0．46  
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B．諸数値の計茶漬   

刹那ま次のような簡便法によってそれぞれの数億を劉・  

解した。  

1）概算日射汲  

‡If・58年庶循囁式乾燥機によるもみ乾燥実験8）   

A．策戦設備と実験方法   

57年皮に建てた乾燥ハウス内に，同年度導入の循環式  

乾燥機（SA式2・1ton入り）と58年既に導入した循環  

式乾燥機くS‡式2．6ton入り）各l台を没聡した。匝県ト  

3は本来助役備の平面図と正面図である。大船発熱両横  

は25m2の乾燥ハウスと60Ⅰがのビニールハウス間の  

仕切戸開閉により25m2と85mヱ（251－60）について実  

験できるようにした。   

いずれの乾燥機もハウス内の温熱空気を吸引し乾燥機  

内の敷物層を通過させてハウス外へ俳風する方式をとり，  

燃料油を一切使うことなく生もみの乾燥を爽施した。   

乾燥作発中の測定項削ま，乾燥ハウス内壁気温度（ハ  

ウス中央でコンクリート床面上1．8mと4mの高さ）  

と湿度，外気温度と温風ハウス外の日射盈，乾燥機排  

風塵，もみ温度（各乾燥機内もみ貯留槽上層，中層），  

含水乳胴測れ率などであり，温度についてはデジタル  

多点温度紀録計で10分ないし20分間隔に測定し日記させ  

た。  

九1  

ム＝∑ん  
ノ三1  

月1  

J．＝∑J∴木  
Jニl  

ここで，ん：・】夢枕面緻当り1日の乾燥時間中の緻鮮  

日射及（kcal〉  

J．：炎熱両横当り＝狛か乾燥時周中の概鉾  

錮甘藍（kcal）  

力1：1日の乾燥時間（ニ通風時間）（h）  

ム：水平面全天日射盈（kcal／m2・11）  

d。：粂熟而概（m2）  

2）免熟蕊  

力1  

ロ＝∑60三・7・．・C。・Jrり∴  
ノこl  

‥（3－3）  

ここで・¢：1日の乾燥時間中の幾熟盈（kcal／day）  

r〟：空気比窓盈（kg／m3）  

（正面図）  

図3－3 太陽幾熟ハウス内の乾燥機配澄図  

Fig・3－3・Layoutdrawingortbegraindryersintheso加ゎeatcollecti喝houses．   
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wゎ町；乾燥開始軋開始後の含水率  

（％w．b．）   

今回の実験ではすべて銀熟に利用したハウスの床面積  

を集熟面硫として計許した。  

C．実験と実験結果   

もみ乾燥来験は本学附属戯場でもみをコンバイン収穫  

した58年9月6日から17日愛でと，10月1日より11日ま  

での閻で，前後7臥 合雷「約12tonの蝕もみ乾燥を実  

施した。   

図3油4は9月上中旬の，図3－5は10月上旬に実施した   

C。：空嚢℃比激（kcal／kg′・OC）  

』r：空気温度上昇（ハウス内空気温度一…屋  

外空気温度）（OC）  

れ：乾燥機全体排風汲（m3／sec）  

3）集熱効率   

軋ら：旦璧L 
xl00（％）・‥く3－4）  

窄ビ＝            J】・ノし   

ここで，で。：袋熱効率（％）  

4）敷物水分蒸発ま級  

数物の乾燥甫張蕊阿1（kg）と乾燥後の蛋魚拓1（kめの  
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沌ハ  ー0／2  蓼0／3  柑／4  to／5  柑／6   10川  

図3－5 乾燥ハウス内通夙乾楓時の日射敦，ハウス内外温湿度，もみ合水率などの経時変化（昭和58年10月）  

Fig・3－5・輯ourlycha喝eSOrSOiarradiation，insideandoutsideairtemperatureandbumidity，mOisture  
COntentOrpaddyrice，etC・undertheわrced・airdryi喝intbedryingbouso．（Oct．1り83）  

嚢3仙2 循環式乾燥機による実験測定値（昭利58年秋）  

乾燥機  張込鼠  初期含水率  終了時含水率  通風時間  乾減額  賂動画碩    （kg）  （％W．b．‡  （％W」）．）  （ム）  （グ右／／i）  くmt）   
1回‖  SA   

＝＝小机軋  SI   
54ぢ．6  22．3  洞．3   
679．＄  23．0  14．4  9．5  0，84  
991．8  22．4  14．9   

ヱ回11  SA        19．0      ＝川r‖一木‖  Sf  ＝75．5  22．3  14．3   0．42   
3回目 ＝れけ‖l‖  Sl  ま420．6  i8．0  14．0   9．0  0．44  

1回＝ ＝＝】15王てト】柑）  SA  15（；5．0  22．0  14．2  18．0  0．Ji2  

＝再＝lト1‖l  Sl  14′73．8  22．l  †イ．い  5回‖  SA  1176．9  22．8  掴．8  20．2  0∴i9   こ  

Zl．5  14．5  17．2  0．41   25   

7回‖  SA   793．2  i7．5  13．9  
640．8  17，9  1d．3   7．9  0．45  25   

合 音汁  121SO．7  

平 均  ‖07．3  2i．1  掴．3  14．5  0．50  
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7日）は発熱面概が85m2と広いうえに投入温も少な  

く緻欝錮オ盈も多かったので乾絨率が平均0．85％／hと  

格段に大きな倍を示しているが仁反面胴創れも多くみら  

れた。それでこの回の測定倍を特殊な場合と考えて除外  

し，あとの6固の平均侶を求めると0．42タ拓パ1となって  

57年皮の来験機より平均0．04％／b／j、さな伐となる。こ  

の差は微少であり，また58年魔の実験でも1台だけで乾  

燥した3，4，6回の乾減率と2合間時逆艦の2，5，7固  

の乾減率の間にもその発は0．002％／h塁こ過ぎない。し  

たがって，25m2の乾燥ハウス内で循環乾燥枚1台を稼  

動したときと，2台稼動させたときの間には乾燥速度に  

実質的な差はないと貰えよう。この結果や乾燥ハウスの  

幾熱性能測定の結果からみて25m之 の乾燥ハウスで2  

台の乾燥機の稼動は可能であると判断できる。そしてこ  

れを可能にしたのは背の商い乾燥ハウスの粂熟可能盈が  

通常のビニールハウスに比べ格段に多いことによること  

があとから判ってきたのである。  

駄 乾燥に関係する緒要因とその影響度   

太陰熟利用乾燥において敷物の乾燥速度に影響する安  

国は数多くあるが，主なものは磯鮮日射盈，通風螢，乾  

燥機内通風面槍，免熟面積，張込蕊などである。   

今回の衆鹸は畠変数的要瀾としての粂熟面概が25m2  

と85mヱ（このうち25m2は乾燥ハウスで60mヱはビ  

ニールハウス両横），乾燥機内乾燥麗の通風蘭概が1．8  

m之（57年度導入SA式）と5．5mヱ（58年皮導入SI式）  

で1：3の凝があったのをはじめ，敷物張込蕊も満たん  

率〔器（投入盈／投入可能蕊）×100（％）〕で表示して  

26％から75％と大きくちがう場合について，つまり各棟  

の安閑が入り乱れて存在するなかで，しかも刻々変動す  

る日射盈のもとで乾燥作発を実施したので，厳密な窓嫁  

での乾燥速度とそれに関係する各種要因との相互関係を  

はっきりさせることは爽験回数も少ないこともあって不  

可能に近いと考えていた。   

ところが，そのような申にあっても襲来問の関係をグ  

ラフにプロットしてみると，影響力の大きい要瀦ほ他の  

寮因による変動を乗り越えてはっきりとしたある一定の  

相関幽係を示すことがわかってきたので，いろいろな角  

度から調べてみることにした。次にその始発について述  

べることにする。   

B劇1磯静欝射塵と乾燥速度（乾滅率）の関係   

図3－7は然熟ハウスの単位袋熟煎概当りの日射蕊を1   

図3剛6 乾燥ハウス，ビニールハウス内外温度，循  

環式乾燥機内もみ温度の綴時変化測定例   

Fig．3～6．SoIlle CXamPles ot、111CaSul■CmC11t Or  
hourl）IChangcsorl）add〉rricctclllPCllature  

inilCircular a11dinsidcこInd outsidc air  

tcmperau）rCiI－thcgrecnhouscs．  

薮3－2は循環式乾燥椀による爽験測定様や計終偲を一  

覧袈にしたものであり，各回魔のもみ張込盈，初期・終  

了時含水率，通風時間，乾滅率，集熟面概や発熱畿など  

をあらわしている。   

また，図3006は乾燥実施lヨの各部温度の終時変化測定  

倍の1例である。  

11／．実験結果の考察  

A．纏機式乾燥機における乾燥速度と乾燥所要時間   

ここでの実験は鹿家が来際に太陽熱利用で乾燥作楽を  

爽施する墟合を想定してなるべくそれに近い状態で実験  

を行なったのであるが，養3仙Zでみられるように平均乾  

滅率は0．5％／h内外であり，その倍は57年庶に循環式  

乾燥機1台を使って実施をした測定機と比べて実質的な  

差はなかった。そして初期含水率が低く投入盈の少ない  

ときは1日間で，それらがともに多いときは牒申2日間，  

平均14時間の通風で乾燥は終了している。   

これをもう少し辞しく見ると，節1回目の来験（9月  
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図3－7 硫弊錮手数と乾減率の関係   

lごig．3・1．RclこItionshipbct≠・Cen thcculm）hti＼・■C  

sol那radiationand th¢dryingrateねr  

paddyrice．   

日の乾燥時闊だけ療許したとこるの磁蘭凋射盈Jd（kcal）  

と乾減率軋（％／h）の関係を58年と57年庶についてプ  

ロットしたものである。   

んと皮付の間には  

凡や＝1．74×104ム・ト0－12  …（3－6）   

の関係があり，乾燥速度は日射蕊に比例して薦線的に  

ゆっくりと増加することがわかる。実験値にばらつきが  

多いのは粂熟面積や通風盈などがそれぞれ興なる場合の  

実験倍であるため，それらの要因による彫砂が誤差のよ  

うな形であらわれてきているためと考えられる。   

B山2 積弊日射盛と粂熟魔の関係   

図3－＄は発熱両横月c当りの日射盈を1E】の乾燥時間  

概終した概静銅音盤ム（kcal）と基数盈e（kcal）の関係  

をあらわしている。この図にも57年庶循環式乾燥機を使  

用した乾燥ハウスで得た実験棟を併せて記入をした。   

ムとeの関係は57，58年度合せた爽紋様では，  

e芯0ぷJ－＋2▲23×10ヰ  …（3－7）   

となって幾熟盈は概算日射盈に比例して増加している。   

57年度の鰭は58年庇の実験機に比べて若干小さいが，  

これは乾燥椀1台く57年皮）と2台同時速乾（58年皮）  

による通風鼠の差が銀熟盈の差に関与しているためと考  

えられる。   

B－3 袋数段と敷物水分蒸発鼠の関係   

図3－9に示されるように，穀物水分蒸発儲もほぼ粂熟  

急に比例して増加する。両者の関係は本来験の測定磯城  

についてみると  

l㌦ご7．2×10‾ヰe＋Z5，0  ・‥（3仙8）  

（lくCal〉  

8   

0  5  10（lくCal）15×104  

柏餅‖駄臓＝  

図3岬8 積弊日射盈と免熱数の関係  

Fig．3－8，R¢】ationsbip b¢tWeenthe cumuIative  

SOlar radiation and th¢quantityoぎheat  

deliveredby丑沌SOlarsys絶m．  
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図3009 幾熟盈と敷物水分蒸発盈の関係   

Fig．3－9．Re如ionship between the qua地毛y or  

量1eatdeliveredby抽esoはrsystemandthe  

amountofgrainmoistureevaporated．  

となる。ここで，e は1日の乾燥時問当りの粂熟蕊  

（kcal）であり，れは乾燥1日当りの敷物水分基発蕊（k感  

である。   

図㌻朋は幾熟蕊eと穀物水分蒸発1kg当りの発熱  

魔の関係，つまり穀物水分1kgを蒸発させるに饗する  

付加数段e〟（kcal／kg）の関係をあらわしている。これ  

をみると乗数盈1000kcal当り約”1kgの敷物水分基発  

盈となっている。そしてその儀は粂敦盛が多いときに大  

きな檎を示すので炎熱盈の少ないと車に熱効率のよい乾   
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鼠の食劉・を銀熟ハウス商機で割った，つまり単位商機当  

りの通風盈であり，水分蒸発汲も同時稼動乾燥機の合劉・  

で1‡ヨ・m2当りの盈を用いている。   

図3叫11をみると水分蒸発致はほぼ通風盈に比例して  

蔽線的に増加していくことがわかる。本来験では各乾燥  

機の通風盈は毎回ほぼ一発で乾燥作発をしているから，  

ここで通風魔が増加するというのは同時巡檻の乾燥磯台  

数が増加する時とれ通風盈の多い乾燥機を使用する墟  

合であり，そのときに水分蒸発戯が増加するということ  

である。扱者すれば，同時遅檻の乾燥機台数が増えるか，  

通風魔の多い大型の乾燥機を使用するときは水分蒸発蕊  

が増加するということである。   

B州5 通風慮と乾減率の関係   

図3叫1ユは乾燥穀物100kg当りの通風盛（m之／s8C・100  

kg）（霊胤厳数蛮比）と乾減率軋（％／h）の関係をあら  

わしたものである。  

ユ
が
V
 
 
 
 
l
 
 

（lくCal）  

0  

0  5  10（kcal）15×104  

集熟蕊Q   

置】3－10 銀熟蕊と敷物水分蒸発1kg当り基数魔の  

関係   

Fig．3山10．Re】alio11SIlip betweclltllC qua111恒・or  

hcat（Iclivcl■Cd b〉，tllC SOIar s〉lStCm and  

thcqL］antityorheatnccdcdtoc＼′aPOllatC  

ユkgorthemoistur¢COllはine（董ingrain．   

燥が行なわれることがわかる。そして免熱厳に対する水  

分蒸発魔の割合はビニールハウス内平形静聡乾燥機で得  

られた倦とはぼ同じであるが，〔乾燥ハウス＋循環式乾  

燥機〕の組合せでは放熱盈が多いため乾燥ハウス単位面  

櫓当りの水分蒸発盈は〔ビニールハウス＋平形静澄乾燥  

方式〕に比べ格段に多い結果となっている。   

B欄4 通風蕊と穀物水分終発盈の関係   

図3仙11は粂熟ハウス単位面積当りの通風應仇（mソ  

SeC・m2）（霊風致面硫比）と1日の乾燥時間・単位両横  

当りの水分然発盛れ′（kg／hl・lⅥZ）の関係を示している。  

両者の関係は仇′ニ42軋で表わされる。ここでの通風  

螢は乾燥ハウス内で問時遜乾された乾燥機すべての通風  
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図3鵬12 通風畿（芯風恩赦窓比）と乾減率の関係   

Fig．3血12．Rぬtionship between air80W rat¢  

per unit weight grain and the mean  

moistur¢reductionrateorpaddyric¢．  

本来験では各乾燥機の通風盛はほぼ融定で乾燥作紫を  

していたが，投入盈は梅園興なっていたので投入穀物  

100kg 当りの風及ぼそれぞれちがっていた。そこでこ  

の関係を取出してみてみると，その結果は平形静脛乾燥  

機についての爽政償を示した前轍図2肋3でもみられたの  

と同線に，爾者の閲には心定の傾向は見出せず，通風盈  

が多いときでも乾減率はあまり変らないことを示してい  

る。   

8－4項で述べた結果と本項での結果は一見矛盾してい   
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園》」1二通風盈（だ風盈両横比）と穀物水分蒸発  

盈の関係  
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al110u11tOrgrainIllOisturccvaporatcd．  
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るようにみえるが，前項の吻合でも金体の水分蒸発盈は  

増加するが個々の穀粒の乾燥速度はあまり増加していな  

いのであり，図3山11の横軸の通風汲を乾燥頼台数とか，  

乾燥機の大きさ（大型乾燥機ほど通風盈は多い）と置換  

えてみると理解しやすい。   

B－6 乾燥機内乾燥部通風面概と乾減率の関係   

57年度尊人のSA式循環式乾燥機は乾燥塞が之層であ  

るが，58年皮噂人のS‡或は4層であり，その通風面磁  

ほ5．5m之と前者の約3倍である。今回の爽鹸では2台  

同時遜紅を行なうときはいつも満たん率を同じにしたの  

で，爾者の乾滅率の比較からこれの乾燥速度への彫轡を  

推定することができる。   

そこで両者の襲験結果をみると，通風面積の大きい  

SI式はSÅ式に比べ乾滅率が平均倍で0．02％／b商いが，  

その差ほ微小であり，しかもSI式がSA式に比べて通  

風急が多い状態で作業が行なわれていたから，この及は  

通風両横の大きさのちがいに基づく差であるとも貰い難  

い。したがって乾燥機通風商機の大きさは教初の予想に  

反して乾燥速度の向上に大きな影啓がないとも考えられ  

るが，この点に関しては更に多くの実験によって確かめ  

る必要がある。  

B岬7 乾燥機張込盈（満たん率）と乾滅率の関係   

この関係をみるために横軸に満たん率をとり，たて軸  

に乾滅率をとって爽験俵をプロットしたのが図3岬13で  

ある。いずれもテンパリング乾燥方式の乾燥機を使用し  

ているので満たん率が低くなると羽賀嚢での絡暫時問が  
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図3仙13 萬たん率と乾滅率の関係  
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図3榊14 初期含水率と乾燥所要時間の関係  
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短かくなり，乾燥塞で乾燥される時間間隔も煩くなるの  

で乾燥速度は速くなる結果となる。したがって，傾滴と  

しては満たん率をg（％）とすると凡㍉用戒‾βであらわ  

される関係にあり，本爽験偶では次式のようになる。  

凡vニ2．42g‾…1  …（3－9）  

B－＄ 初期含水率と乾燥所要時間の関係   

図3－14は初期含水率呵（％／h）と通風所牽時間ガの  

爽測倦との関係を示している。両者の関係は近似的に  

〃ニニヱ．25町－30  …（3－10）  

であらわされる。これより乾燥所要時間ははぼ初期含水  

率の高さ，したがって除虫水分盈の大きさに比例して多  

くなっていることがわかる。よって初期含水率を下げる  

ことば乾燥所紫時間の短縮に大きな効果があるから，収  

穫作業は圃場で穀物の含水率が低いと酎こ行なう必繋が  

あると言えよう。  

＼／．諭  吉轟  

ここでは，おもに58年庇の〔乾燥ハウス＋循環式乾燥  

機〕の突放結果と，55～56年皮の〔ビニールハウスーI平  

形静澄乾燥機〕の爽験結果を比唆して，大きな差があっ  

た翠項についてはその理由を考え，次いで太陽熱利用乾  

燥施設での敷物乾燥可能畿についてもふれてみたいと思  

う。  

A．太陥熟利用乾燥ハウスの飽熟可能盈  

〔乾燥ハウスート祐環式乾燥機〕と〔ビニールハウス＋  

平形乾燥機〕の爽験終発を比紋した場合，澄も大きなち  

がいとしては，まず幾熟ハウス単位商機当りの袋熟盈が  

あげられる。   

前者の免熟盈が多い理由を考えてみると，ハウスの単  

位床面硫当りの通風盈が多く，かつ背の商い建物は日射  

を受ける商機がハウスの床面積よりかなり大きいことが  

浮び上ってくるので4），これについて考察してみよう。   

いうまでもなく発熱魔は（3岬3）式で求められるように  

乾燥時の通風盈とハウス内温度上界の磯で与えられるか  

ら，両者とも大望いか何れかが大きい倍であれば多くな  

る。   

鼠3－15は57，58年庇〔乾燥ハウス＋循環乾燥機）の  

組合せと，同年爽施した〔ビニールハウス＋平形静澄乾  

燥機〕でのもみ乾燥実験で絡た免熟盈やハウス内壁気温  

皮上昇の測定熔を自変数的要園である通風蕊をパラメー   

鵜
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軋
雄
 
Q
 
◎
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0  1  2  3  

通風名吏 Ⅵ（m，／sec）  

図3劇15 通風塵と偽熟盈および温度上昇の関係  

Fig．3L－15．RclaliollSllipsbc【＼VCCn tllC air now  

rilte，tllCquantit），OL、1】CatdcIivcrcdb〉′  

SOlars〉・Stemand tllC air teIllPeratLlrC  

riseinthcsolarheatcolleetinghousc．  

タとして図上にプロットしたものである。これをみると  

集熟盈は通風盈が多くなるにつれて急激に増加するが，  

空気温度は逆に通風魔の増加につれて徐々に減少してい  

くことがわかる。   

58年皮〔乾燥ハウスート循環式乾燥機〕と58年皮（ビ  

ニールハウス＋平形静澄乾燥機〕の爽敵機を比較したと  

き，炎熱應は覇者は後者の丁度2倍であるが，通風盈は  

前者は平均1．7mさ／secで後者の約3．6倍であり，温度上  

昇ほ5．30Cで後者の半分弱となっている。このように  

〔乾燥ハウス＋循環式乾燥磯〕の吻合，免熟盈が多いの  

は通風蕊が多いことによることば明白である。しかし，  

これだけ通風盈を多くしても温度上昇が平均5．30c以上  

を保ち得たのはやはり背の商い乾燥ハウスの日射を受け  

る面硫が床面概よりも大尊く受熟慶が多いからにほかな  

らない。   

本乾燥ハウスの粂熟可能盈がビニールハウスに比べて  

大尊い結果として，戯初懸念された25mま の乾燥ハウ  

スで2台の循環式乾燥機の太陽熱利用乾燥が可能であっ  

たし，尊た，ハウス両横当りの概算銅オ盈に対する敷物  

乾燥時の敷物水分蒸発盈が著しく多くなっている。図  

3－16はその事爽を明瞭にあらわしており，ハウス床面  

椒をペースとした磯鈴鋼寸威当りの水分蒸発盈は乾燥没   
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図㌻16 硫終日射盈と水分蒸発魔の関係  

Fig．3－16．Relationshipbetweenthecumulat主vesolarradiationandtheamountofgrainmoistureevaporated．  

備によって大きな差があることがよみとれる。この図か  

ら次のことが償える。  

1）〔循環式乾燥機＋背の商い乾燥ハウス〕の場合は  

単位両横当りの幾数段が多いので穀物水分茶発盈も多い。   

2）同時株数の乾燥磯台数が多くなると水分非難鹿も  

多くなる。また，通風盛の多い締環式乾燥機は平形静記  

乾燥機に比べて穀物水分蒸発盈も多い。   

このように背の高い乾燥ハウスは床甫硫当りの炎熱可  

能塵が多いから穀物の太陽熱利用乾櫨には極めて有利で  

あり，敷地両横が狭い所でも太i吸熱乾娩を可能にする。  

臥 太陽熱利用穀物乾燥機によるもみ乾燥可能盈   

図3－17は横軸に乾燥機を稼動させた日数（1El当り  

4時間以上通風した冒は1E蚤とし，それ以WFの日は半日  

として計算した）を概算した倦港とり，たて軸に乾燥仕  

上り穀物の晃概数を年次ごとにプロットしたものである。  

58年皮は循環式乾燥椀2台を25mヱの背の高い乾燥ハ  

ウス内へ瀧隊してもみ乾燥した蔵であり，57年度は祐環  

式乾燥機l魯を岡乾燥ハウス内に設置してもみ乾燥をし  

たときの倍である。56年皮は平形静密乾燥機3台を90  

nlヱのビニールハウス内へ没際して乾燥したときの備で  

あり，また55年皮は平形静記紀燥機l台を90m烹 のビ  

ニールハウス内へ設置して乾燥したときの格である。   

もちろん循環式乾燥機と平形静檻乾燥機では炎熱ハウ  

ハ
U
 
 

累
棟
乾
燥
穀
物
施
 
 

0  5  10  15（‡ヨ）  

実質乾燥目数  

図3－17 実質乾燥日数と累磯乾燥穀物盈   

Fig．3－－17．RclaliollSllip betwccn tllC tlCt drying  

daysandth¢tOtalamく）untOf即ai！ldried．   

スもそれぞれ輿なるので概略の比腰しかできないが，単  

純に考えて図から貰えることは次のようなことである。  

1）乾燥機の稼動台数を増加すると乾燥仕上り蕊はい  

ずれの場合にも増加する。   

2）循環式乾燥機1台の投入可能盛は丁度平形静檻乾   

燥機3台分と同じであったが，乾燥処理盈も循環式   

1台と平形3台とほぼ同じであった。   

これを集熟蘭療当りの乾燥蕊でみると，背の商い乾燥  

ハウスはビニールハウスに比べ単位両横当り2～3倍の  

穀物乾燥能力をもっていることになるが，どこ－ルハウ   



太陰熱利用による穀物の人工乾燥（Ⅲ）  77  

スでも乾燥機稼動台数を増加すればこの差は締まるもの  

と思われる。   

さらにこの園から生もみ5ton（約1haの収穫盈）を  

25mヱの乾燥ハウス内で循環式乾燥機2台を使って乾燥  

すると約5日間で，同じく1台では9日間で，平形静思  

乾燥機3台では8日間で乾燥できるといった教権が読み  

とれる。57～58年度の爽放では，ともに粟験期間中に乾  

燥もみが不足して乾燥機がフルに稼動できなかったから，  

乾燥可能腰という観点からみるとここでの来執侶はかな  

り余裕のある数値である。   

9月～10月の野郎地溝のE用寅率を0．45と：すると，爽際  

には上記日数の2倍強の日数を必繋とする。さらに2  

ba栽培の戯家であればその倍の日数申iかかる計算にな  

るが，それでも収磁適期間中に十分乾燥を終了できる目  

数ではある。   

いずれにしろ太陰熟利用による乾燥は気まぐれな天候  

によって大きく左右されるが，根気よくこれを利用する  

ようつとめれば必ず穀物乾燥は石油を使わないでも収穫  

適期間中にできることを本爽執は実証したと償えよう。   

当然のことではあるが，幾熟用乾燥ハウスには‡ヨ光が  

よく当たるよう周軌 ことに商や東西に建物や木立など  

の日射をさえぎる障窃物のない所へ建てることが必要で  

ある。  

ⅤⅠ．摘  要   

1）写英300重のような曹の商い乾燥ハウス内に循環式  

乾燥枚を設記し，太陽熱で加熱されたハウス内温熱空気  

を乾燥機が吸引し，穀物層を通したのちハウス外へ排風  

するという方式によって，低接石油を吸うことなく敷物  

を乾燥する突メ羽規模の実験を昭和57年と58年庶に実施し  

た。   

2）日射盈や乾燥機への敷物投入魔，もみの初期含水  

率などがそれぞれ輿なる場合について上記の乾燥を繰返  

し実施したが，その平均の乾燥速度ほおおむね0．4～0．5  

％／hであり，晴天ならば円中1～2日間の通風で乾燥  

は終了できた。   

3）穀物の乾燥速度は日射蕊にはぼ比例して増加し，  

かつ袋熱盈とも密接な関係があることがわかった。乾燥  

ハウス内で稼動する乾燥機台数をふやすとハウス商機当  

りの穀物盈や通風盈が増加し，一定時間内で基発する穀  

物水分盈も増加する。   

4）穀物乾燥1固当りの乾燥所蟹時間は除去水分盈に   

比例するので初期含水率が商いほど多くなる。したがっ  

て，含水率の低いと削こ収撥すると乾燥時閃は節減で塗  

る。   

5）本来故の範囲では袋熟両横や準乞燥機内通風商機の  

乾燥速度への影響は微小であった。   

6）災熟慮は撥終日射盛花比例して増加し，穀物水分  

蒸発盈は粂熟厳に比例して増加する。敷物水分1kgを  

蒸発させるのに費された付加熟慮（炎熱盈）は約1000  

kcaiであった。   

7）写掲3鵬1のような背の商い乾燥ハウスの集熟可能  

鹿は従来のビニールハウスに比べて著しく多かった。そ  

のため25mZ の乾燥ハウス内で循環式乾燥機2台の同  

時遊乾による太陽熱利用の穀物乾燥が可能であった。  

＼／ll．結  

舘算式乾燥枚を用いた2ケ埠間にわたる襲用規模の太  

陽熱利用もみ乾燥実験によって，乾燥ハウスの袋熱性能  

や循環式乾燥機によるもみ乾燥速度や処理数などの作業  

性能及び太陽熱利用穀物乾燥の特徴などを部分的だがあ  

る程度解明できたと考える。   

本方式は化石燃料を要せず，所姿労力も少ないという  

利点があるうえ，乾燥速度や処理可能蕊の面でも現在の  

稲作機械化作業体系へ組み込めるだけの能力を有すると  

考えられる。したがって，乾燥ハウスを含む乾燥装置の  

多目的利用などによって経済性を向上できれば省エネル  

ギ岬乾燥法として乗用化の可能性はゃ分にあると思われ  

る。   

今回使用した緒環式乾燥機は火力乾燥用として製作さ  

れたものの流用であるから，太除数利用による乾燥に利  

用した場合，不都合な点や不必要な装置も少なくなかっ  

た。今後太陽熱乾燥に適する循環式乾燥機をあらたに製  

作するか，現在の乾燥椴を太陽熱j削こ改良すればもっと  

熱効率もよくなり同じ日射盈のもとでも乾燥能力が一段  

と向上するものと思う。もし太陽熱乾燥劉‥汚機ならば，  

火災の危険や過乾燥のおそれも少ないから安全装儲や巡  

臆制御装置なども不要となるか現在のものよりも単純化  

でき，乾燥機を火力用よりも安価に製作できる可能性が  

ある。   

いずれにしても経済性が太陽熱利用の敢大の問題点で  

あると血般には考えられているが，設備の仕方や利用方  

法によっては経済性は大きな問題でないようにできる可  

能性もあると思うので，これについては稿をあらためて   
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